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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結
累計期間

第61期
第２四半期連結
会計期間

第62期
第２四半期連結
会計期間

第61期

会計期間

自平成20年
11月１日
至平成21年
４月30日

自平成21年
11月１日
至平成22年
４月30日

自平成21年
２月１日
至平成21年
４月30日

自平成22年
２月１日
至平成22年
４月30日

自平成20年
11月１日
至平成21年
10月31日

売上高（千円） 10,035,8219,409,5015,457,8965,099,67619,661,816

経常利益（千円） 502,718 644,465 364,229 408,804 925,056

四半期（当期）純利益（千円） 288,384 382,006 224,459 246,207 539,468

純資産額（千円） － － 7,968,7778,525,3128,176,031

総資産額（千円） － － 13,073,81312,334,62512,165,371

１株当たり純資産額（円） － － 1,138.091,216.701,166.91

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
41.87 55.46 32.59 35.75 78.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 60.0 67.9 66.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△128,690 495,298 － － 1,511,353

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△231,283△245,590 － － △399,564

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
371,340△49,611 － － △1,046,525

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 186,463 440,459 240,361

従業員数（人） － － 393 388 384

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。　

EDINET提出書類

アヲハタ株式会社(E00503)

四半期報告書

 2/24



２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年４月30日現在

従業員数（人） 388 (385)

（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

(2）提出会社の状況

 平成22年４月30日現在

従業員数（人） 207 (128)

（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第２四半期連結会計期間の生産実績を製品等の区分ごとに示すと、次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間

　　　（自　平成22年２月１日
　　　　至　平成22年４月30日）

前年同四半期比（％）

ジャム類（千円） 2,140,679 89.8

調理食品類（千円） 1,141,210 94.0

産業用加工品類（千円） 334,197 69.4

その他（千円） 169,114 87.9

合計（千円） 3,785,201 88.6

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

当社グループは受注生産をおこなっておりませんので、該当事項はありません。

(3）販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売実績を製品等の区分ごとに示すと、次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
　　至　平成22年４月30日）

前年同四半期比（％）

ジャム類（千円） 2,571,426 102.3

調理食品類（千円） 1,208,257 89.1

産業用加工品類（千円） 976,993 79.7

その他（千円） 342,998 94.2

合計（千円） 5,099,676 93.4

（注）１．主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

キユーピー株式会社 4,043,110 74.1 3,950,473 77.5

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績

  当第２四半期連結会計期間における国内経済は、世界金融危機に端を発した深刻な景気後退から徐々に持ち直し

の動きを続け、政策効果の発現もあり回復の兆しが見え始めました。しかし、円高傾向や高い失業率など厳しい要素

が多いことには変わらず、ヨーロッパの経済不安の波及も懸念されるなど、先行きに対しては慎重な見方が続いて

おります。消費者物価の下落も継続しており、食品の販売を取り巻く状況も依然として厳しいものとなっておりま

す。

　このような状況のもと、当社グループは年度方針として、「１．人材育成」「２．原料起点経営」「３．コスト挑

戦」「４．営業革新」「５．商品開発マインドの醸成」を掲げ取り組んでまいりました。特に２月には主力製品で

ある「アヲハタ・55ジャム」シリーズの全品リニューアルを実施し、売り場の活性化をはかりました。この全品リ

ニューアルについては、ジャム本来のコクを活かしながら、後味の甘さをすっきりと仕上げ、フルーツのおいしさを

さらに引き立てることで、トーストにはもちろん、焼かない食パンでもおいしく召し上がっていただける仕立てに

しております。また、このリニューアルに合わせて新アイテムとして「イチジクジャム」と「マンゴージャム」を

追加いたしました。

　売上につきましては、ジャム類は「アヲハタ・55ジャム」シリーズがリニューアル効果により伸長しましたが、

「ランプ」シリーズが前年同期を下回りました。ジャム類全体では物量は増加しましたが、物流費の負担区分変更

に伴う取引価格改定の影響もあり、売上高はほぼ前年並みとなりました。調理食品類は介護食「キユーピーやさし

い献立」シリーズが伸長しましたが、全体では前年同期を下回りました。産業用加工品類はフルーツ原料販売なら

びにフルーツ・プレパレーションが主ですが、取引先の使用量減の影響を受ける形で前年同期を下回っておりま

す。以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は50億99百万円（前年同期比6.6％減）となりました。

　利益につきましては、「アヲハタ・55ジャム」シリーズのリニューアルによる操業度の向上、原材料価格の高騰が

緩和されたことにより、営業利益は４億４百万円（前年同期比11.9％増）、経常利益は４億８百万円（前年同期比

12.2％増）、四半期純利益は２億46百万円（前年同期比9.7％増）となりました。

(2) 財政状態

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１億69百万円増加し123億34百万円となりま

した。資産の増減の主な要因は、現金及び預金の増加２億円、原材料及び貯蔵品の減少１億55百万円などでありま

す。

  負債合計は、前連結会計年度末に比べ１億80百万円減少し38億９百万円となりました。負債の減少の主な要因は、

支払手形及び買掛金の減少28百万円、賞与引当金の減少38百万円などであります。

　また、純資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億49百万円増加し85億25百万円となりました。純資産の増加の主

な要因は、利益剰余金の増加３億33百万円などであります。

(3) キャッシュ・フロー

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べ１億58百万円増加し、４億40百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、８億65百万円 (前年同期比７億29百万円の収入増加)となりました。主な増減要

因は、税金等調整前四半期純利益４億８百万円に加え、たな卸資産の減少３億77百万円、賞与引当金の増加１億８百

万円、仕入債務の増加１億５百万円および売上債権の増加１億48百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、77百万円（前年同期比25百万円の支出減少）となりました。主な要因は、有形固

定資産の取得76百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、６億29百万円（前年同期比４億72百万円の支出増加）となりました。主な要因

は、短期借入金の減少６億25百万円などによるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、64百万円であります。なお、当第２四

半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。　　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年６月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,900,000 6,900,000
東京証券取引所

（市場第二部）

・権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

・単元株式数　100株

計 6,900,000 6,900,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年２月１日　

～

平成22年４月30日

－ 6,900,000 － 644,400 － 714,563
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（６）【大株主の状況】

 平成22年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社中島董商店 東京都渋谷区渋谷１-４-13 1,354 19.63

キユーピー株式会社 東京都渋谷区渋谷１-４-13 1,088 15.77

株式会社ユー商会 東京都渋谷区渋谷１-４-13 800 11.59

アヲハタ持株会 広島県竹原市忠海中町１-１-25 375 5.44

廿日出　多真夫 神奈川県川崎市高津区 142 2.06

廿日出　郁夫 広島県竹原市 83 1.21

東洋製罐株式会社 東京都千代田区内幸町１-３-１ 70 1.01

中島　　周 東京都港区 65 0.96

中島　千晶 東京都世田谷区 64 0.94

中島　千鶴 東京都港区 64 0.93

計 － 4,108 59.54
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式
12,300 －

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,874,800 68,748同　上

単元未満株式 普通株式 12,900 － 同　上

発行済株式総数 6,900,000 － －

総株主の議決権 － 68,748 －

 

②【自己株式等】

 平成22年４月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

アヲハタ株式会社

広島県竹原市忠海

中町1-1-25
12,300 － 12,300 0.18

計 － 12,300 － 12,300 0.18

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
11月

12月
平成22年
１月

２月 ３月 ４月

最高（円） 1,387 1,330 1,365 1,354 1,389 1,430

最低（円） 1,310 1,301 1,305 1,330 1,342 1,370

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年２月１日から平成21年４月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年11月１日から平成21年４月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年11月１日から

平成22年４月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年２月１日から平

成21年４月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年11月１日から平成21年４月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、また、当第２四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）及び当

第２四半期連結累計期間（平成21年11月１日から平成22年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日

本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 440,459 240,361

受取手形及び売掛金 3,378,326 ※2
 3,311,084

商品及び製品 1,131,465 1,105,893

仕掛品 42,656 40,643

原材料及び貯蔵品 2,214,939 2,370,331

その他 256,781 219,691

貸倒引当金 △17,349 △16,943

流動資産合計 7,447,279 7,271,062

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,791,913

※1, ※3
 1,841,549

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 945,298

※1, ※3
 901,597

土地 1,324,662 1,324,662

その他（純額） ※1
 68,656

※1, ※3
 71,763

有形固定資産合計 4,130,530 4,139,572

無形固定資産 67,626 74,022

投資その他の資産

投資有価証券 404,986 400,873

その他 289,534 285,247

貸倒引当金 △5,331 △5,406

投資その他の資産合計 689,188 680,713

固定資産合計 4,887,346 4,894,308

資産合計 12,334,625 12,165,371

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,324,590 2,353,366

短期借入金 160,000 160,000

未払法人税等 244,387 255,040

賞与引当金 229,242 267,878

役員賞与引当金 1,228 5,764

その他 427,736 540,817

流動負債合計 3,387,185 3,582,866

固定負債

退職給付引当金 343,798 323,250

その他 78,329 83,222

固定負債合計 422,127 406,473

負債合計 3,809,312 3,989,339
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 644,400 644,400

資本剰余金 714,594 714,594

利益剰余金 6,952,993 6,619,201

自己株式 △12,774 △12,715

株主資本合計 8,299,213 7,965,480

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 76,042 74,480

繰延ヘッジ損益 4,895 △2,666

評価・換算差額等合計 80,938 71,813

少数株主持分 145,160 138,737

純資産合計 8,525,312 8,176,031

負債純資産合計 12,334,625 12,165,371
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日
　至　平成21年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年11月１日
　至　平成22年４月30日)

売上高 10,035,821 9,409,501

売上原価 8,357,036 7,816,187

売上総利益 1,678,785 1,593,314

販売費及び一般管理費 ※
 1,177,569

※
 952,494

営業利益 501,215 640,820

営業外収益

受取利息 109 191

受取配当金 2,292 2,371

受取賃貸料 12,634 12,300

その他 2,997 1,710

営業外収益合計 18,032 16,574

営業外費用

支払利息 6,420 1,293

賃貸費用 6,465 7,357

固定資産除却損 － 4,125

その他 3,644 151

営業外費用合計 16,529 12,928

経常利益 502,718 644,465

特別利益

貸倒引当金戻入額 74 74

補助金収入 27,546 －

特別利益合計 27,621 74

特別損失

投資有価証券評価損 1,400 284

固定資産圧縮損 27,546 －

特別損失合計 28,946 284

税金等調整前四半期純利益 501,393 644,256

法人税、住民税及び事業税 191,880 242,236

法人税等調整額 5,315 11,236

法人税等合計 197,195 253,472

少数株主利益 15,812 8,776

四半期純利益 288,384 382,006
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年４月30日)

売上高 5,457,896 5,099,676

売上原価 4,480,570 4,228,089

売上総利益 977,326 871,587

販売費及び一般管理費 ※
 616,171

※
 467,463

営業利益 361,155 404,123

営業外収益

受取利息 107 190

受取配当金 1,718 1,964

受取賃貸料 6,315 6,148

その他 1,291 602

営業外収益合計 9,433 8,905

営業外費用

支払利息 3,209 680

賃貸費用 3,083 3,429

その他 66 114

営業外費用合計 6,359 4,224

経常利益 364,229 408,804

特別利益

補助金収入 27,546 －

特別利益合計 27,546 －

特別損失

投資有価証券評価損 1,400 284

固定資産圧縮損 27,546 －

特別損失合計 28,946 284

税金等調整前四半期純利益 362,829 408,520

法人税、住民税及び事業税 173,630 206,673

法人税等調整額 △40,429 △45,964

法人税等合計 133,201 160,708

少数株主利益 5,168 1,604

四半期純利益 224,459 246,207
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日
　至　平成21年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年11月１日
　至　平成22年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 501,393 644,256

減価償却費 222,078 224,573

賞与引当金の増減額（△は減少） △31,009 △38,635

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,153 △4,535

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,980 20,547

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,731 331

受取利息及び受取配当金 △2,401 △2,563

支払利息 6,420 1,293

固定資産圧縮損 27,546 －

有形固定資産除却損 2,771 4,125

投資有価証券評価損益（△は益） 1,400 284

補助金収入 △27,546 －

売上債権の増減額（△は増加） △806,687 △67,242

たな卸資産の増減額（△は増加） 198,831 127,807

仕入債務の増減額（△は減少） △145,705 △28,776

その他の流動資産の増減額（△は増加） △7,597 △51,705

その他の流動負債の増減額（△は減少） 51,571 △79,489

その他 △8,293 △6,499

小計 △8,668 743,773

利息及び配当金の受取額 2,401 2,563

利息の支払額 △6,281 △1,274

役員退職慰労金の支払額 △3,105 △4,339

法人税等の支払額 △121,103 △251,709

その他の収入 8,067 6,286

営業活動によるキャッシュ・フロー △128,690 495,298

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △190,563 △241,514

無形固定資産の取得による支出 △19,862 △2,565

有形固定資産の売却による収入 125 26

投資有価証券の取得による支出 △10,244 △2,122

投資有価証券の売却による収入 － 341

その他 △10,737 242

投資活動によるキャッシュ・フロー △231,283 △245,590

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 430,000 －

長期借入金の返済による支出 △5,900 －

自己株式の取得による支出 △390 △59

自己株式の売却による収入 12 －

配当金の支払額 △50,781 △47,151

少数株主への配当金の支払額 △1,600 △2,400

財務活動によるキャッシュ・フロー 371,340 △49,611

現金及び現金同等物に係る換算差額 △25 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,342 200,097

現金及び現金同等物の期首残高 175,121 240,361

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 186,463

※
 440,459
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

（四半期連結損益計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産除却損」（前

第２四半期連結累計期間2,771千円）については、営業外費用の総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計

期間より区分掲記しております。

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。　　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年４月30日）

前連結会計年度末
（平成21年10月31日）

１．

※１．有形固定資産の減価償却累計額は6,134,419千円で

あります。

２．偶発債務　

　保証債務　

　下記保証先の金融機関からの借入金に対して連帯保証

しております。

　（保証先） 　　　（金額）

杭州丘比食品有限公司 8,529千円

合計 8,529千円

３．　            ――――――――

１．

※１．有形固定資産の減価償却累計額は5,968,691千円で

あります。

２．偶発債務　

　保証債務　

　下記保証先の金融機関からの借入金に対して連帯保証

しております。

　（保証先） 　　　（金額）

杭州丘比食品有限公司 2,496千円

合計 2,496千円

３．

※２．連結会計年度末日満期手形の会計処理については、

手形交換日をもって決済処理しております。なお、当連

結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の

連結会計年度末日満期手形が当連結会計年度末残高に

含まれております。

受取手形 8,120千円

４．　　　　　　　―――――――― ４．

※３．国庫補助金等（省エネルギー対策導入促進事業費補

助金）を受領したことにより、建物及び構築物1,708千

円、機械装置及び運搬具25,232千円、その他605千円を

取得価額より直接減額しております。

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目および金額は

次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目および金額は

次のとおりであります。

運送費及び保管料 381,669千円

給料手当 271,459千円

賞与引当金繰入額 66,731千円

退職給付引当金繰入額 23,706千円

貸倒引当金繰入額 6,805千円

研究開発費 130,626千円

運送費及び保管料 197,037千円

給料手当 232,751千円

賞与引当金繰入額 58,375千円

役員賞与引当金繰入額 1,228千円

退職給付引当金繰入額 31,821千円

貸倒引当金繰入額 406千円

研究開発費 129,216千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目および金額は

次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目および金額は

次のとおりであります。

運送費及び保管料 209,538千円

給料手当 131,450千円

賞与引当金繰入額 31,338千円

退職給付引当金繰入額 11,774千円

貸倒引当金繰入額 3,272千円

研究開発費 64,045千円

運送費及び保管料 87,917千円

給料手当 115,978千円

賞与引当金繰入額 26,991千円

役員賞与引当金繰入額 677千円

退職給付引当金繰入額 16,025千円

貸倒引当金繰入額 803千円

研究開発費 64,988千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成21年４月30日現在） （平成22年４月30日現在）

現金及び預金勘定 186,463千円

現金及び現金同等物 186,463千円

現金及び預金勘定 440,459千円

現金及び現金同等物 440,459千円

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年４月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年11月１日　至　

平成22年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  6,900,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 12,377株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項 

(1）配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年１月27日

定時株主総会
普通株式 48,213 7.00平成21年10月31日平成22年１月28日利益剰余金

 

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月９日

取締役会
普通株式 48,213 7.00平成22年４月30日平成22年７月９日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年２月１日　至平成21年４月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年２月１日　至平成22年４月30日）

　食品事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める割合がいず

れも90％超であるため、記載を省略しております。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成20年11月１日　至平成21年４月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年11月１日　至平成22年４月30日）

　食品事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める割合がいず

れも90％超であるため、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年２月１日　至平成21年４月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年２月１日　至平成22年４月30日）

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店はないため該当事項はありません。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成20年11月１日　至平成21年４月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年11月１日　至平成22年４月30日）

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店はないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年２月１日　至平成21年４月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年２月１日　至平成22年４月30日）

　海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成20年11月１日　至平成21年４月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年11月１日　至平成22年４月30日）

　海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年４月30日）

前連結会計年度末
（平成21年10月31日）

１株当たり純資産額 1,216.70円 １株当たり純資産額 1,166.91円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 41.87円 １株当たり四半期純利益金額 55.46円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

四半期純利益（千円） 288,384 382,006

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 288,384 382,006

期中平均株式数（株） 6,887,876 6,887,634
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 32.59円 １株当たり四半期純利益金額 35.75円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

四半期純利益（千円） 224,459 246,207

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 224,459 246,207

期中平均株式数（株） 6,887,799 6,887,623

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　平成22年６月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　48,213千円

(ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　７円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成22年７月９日

(注）平成22年４月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いをおこないます。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年６月12日

アヲハタ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋 秀法　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻井 　均　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阿部 純也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアヲハタ株式会社の

平成20年11月１日から平成21年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年２月１日から平成21年

４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年11月１日から平成21年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アヲハタ株式会社及び連結子会社の平成21年４月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年６月14日

アヲハタ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻井 　均　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阿部 純也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアヲハタ株式会社の

平成21年11月１日から平成22年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平成22年

４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年11月１日から平成22年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アヲハタ株式会社及び連結子会社の平成22年４月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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